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研究成果の概要（和文）：我々は、新たな薬剤師業務としてPOCT（point of care testing）を導入した。薬局での血
糖・HbA1c測定は、糖尿病治療群および糖尿病予備群とされる地域住民に対して血糖コントロール改善・維持に好影響
を与える可能性が見いだされ、また超音波骨密度測定と受診勧奨により骨粗鬆症患者を抽出した。さらにインフルエン
ザウイルス検査も、インフルエンザ流行期の地域保健活動に有用であることを明らかにした。薬局におけるPOCT利用は
測定した本人の自覚を促し、服薬コンプライアンスの向上、生活習慣改善への健康意識向上、受診勧奨の強化につなが
るものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：We introduced POCT (point of care testing) to the community pharmacy as new 
clinical pharmaceutical services. Glucose and HbA1c measurement in pharmacy, could give a positive effect 
on glycemic control improvement and maintenance to local residents that is included a diabetes treatment 
group and diabetes preliminary group. And also ultrasound bone density measurement and its consultation 
extracted patients with osteoporosis. Furthermore influenza virus test also revealed that it is useful to 
community health activities of the flu season. It is considered that POCT use in pharmacy promotes 
awareness of the person who measured, improvement of medication compliance, health awareness to lifestyle 
improvement and encouragement to visit to the physician.

研究分野：医療薬学

キーワード： POCT　地域薬局　薬剤師
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１．研究開始当初の背景 
地域薬局薬剤師の機能・役割は、医療機関
の医師とともに地域住民の健康サポートに
あたることであり、なかでも「医薬品の適正
使用」と「医療安全の確保」は最大のミッシ
ョンである。 
図 1 に示す
ように地域薬
局薬剤師業務
として「医薬
品 の 適 正 使
用」と「医療
安全の確保」
を支えるため
には、①服薬
指導、②薬効
評価、③副作
用モニタリン
グ、④受診勧
奨を科学的根
拠に基づいて実践することが重要である。科
学的根拠としての“検査値・数値データ”は
バイタルサインチェックやフィジカルアセ
スメントとともに欠かせないアイテムであ
る。POCT 検査は、これまで医師、看護師、臨
床検査技師が主に関わっていたところであ
るが、医薬品に最も近い存在である薬剤師が
“自らの頭と手”を動かし、各種 POCT 機器
を駆使して直接的に医薬品適正使用に関わ
ることができれば地域住民・地域医療への貢
献は大きいと考えている。 
 
２．研究の目的 
地域薬局薬剤師の役割は、地域住民の「医
薬品の適正使用」と「医療安全の確保」に向
けて、①服薬指導、②薬効評価、③副作用モ
ニタリング及び④受診勧奨を科学的根拠に
基づいて、日々粛々と実践することである。
処方せんを中心に据えた調剤業務を基盤と
して我々薬剤師は処方薬の効果や副作用を
チェックするための“フィジカルアセスメン
ト”を手に入れつつある。我々はさらに薬局
において臨床現場即時検査（POCT 検査：Point 
of Care Testing）による“検査値・数値デ
ータ”等を駆使して、医師の診断を基礎とし
た医療連携に基づき「薬剤師が医師の代役と
して患者のケアにあたることができるか」を
検討したいと考えている。 
 
３．研究の方法 
「薬局 POCT 検査業務」は、薬局店舗内患者
待合所に検査ブースを設置し、毎週 1回金曜
日 14 時～17 時に薬剤師 2 名で対応する。診
療録を基本に作成した患者個人調査票を用
いて、地域住民の既往歴、既往疾患、アレル
ギー歴、輸血歴、服用薬剤、家族歴、個人背
景（出生地、居住地、職歴、嗜好品等）を記
録するとともに、その内容を吟味した上で
POCT 検査結果に基づく医療サポートを実施
する。地域住民へのアンケート調査や収集し

た症例の解析から、「薬局 POCT 検査業務」の
有用性を検証し、処方薬の調剤業務のみに特
化した薬局から脱却し、かかりつけ薬剤師と
して地域医師との業務連携スキームの構築
と、継続して実施できる「薬局 POCT 検査業
務」モデルを提案する。 
 
４．研究成果 
(1)薬局 POCT による効果 
①HbA1c 測定 
HbA1c 測定を実施した対象者 366 名を対象
とした。図 2に糖尿病治療群以外の群（正常
群、糖尿病予備軍を含む）における HbA1c 継
続測定による効果について示す。図 2A に示
すようにHbA1c初回値-5.5群において2回目
測定時のΔHbA1c に変化は見られず、5.6-6.4、
6.5-群においてΔHbA1c 低下がわずかに認め
られた。一方、図 2B において、-5.5 群にお
いて最終測定時のΔHbA1c に変化は見られず、
5.6-6.4、6.5-群においてΔHbA1c 低下がわず
かに認められた。 

図 3に糖尿治療群における HbA1c 継続測定
によるによる効果について示す。図 3A に示
すように-5.9、6.0-6.9、7.0-7.9 の 3群にお
いて、2 回目測定時のΔHbA1c に変化は見ら
れず、8.0-群においてΔHbA1c 低下が認めら
れた。一方、-5.9 群及び 7.0-7.9 群では 最
終測定時のΔHbA1c に変化は見られず、
6.0-6.9 群においてわずかにΔHbA1c 低下、
8.0-群において顕著なΔHbA1c 低下が観察さ
れた。 

薬局 POCT としての HbA1c 測定は、糖尿病
治療群の血糖コントロール改善・維持に好影
響を与える可能性があり、また糖尿病治療群
以外の群（正常群、糖尿病予備軍を含む）の
中・高値グループに対しても効果を示す可能
性が示唆された。 
 
②超音波骨密度測定 
表 1に男女別骨密度測定結果を示す。 
超音波骨密度測定実施者 267 名のうち、骨
密度が“要注意群”に該当する判定区分 5は
男性 1 名に対し、女性 46 名であったことか
ら、女性は男性よりも骨密度の低い人が多い
ことが確認できた。問診内容及び測定結果に
基づく医療対応として、女性では「生活習慣
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図 1 「医薬品の適正使用」と「医療安全
の確保」を支える地域薬局薬剤師業
務と関連アイテム 

図3 糖尿治療群におけるHbA1c継続測定による2回目及び3回目以上の測定時点
でのHbA1c値と初回値との差（A：2回目測定時、B： 3回以上測定時）
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図2 糖尿病治療群以外の群（正常群、糖尿病予備群等を含む）におけるHbA1c
継続測定による2回目及び3回以上の測定時点でのHbA1c値と初回値との差（A：2
回目測定時、B： 3回以上測定時）
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指導」だけでなく「受診勧奨」や「薬の継続
服用の提案」等を行った。一方、男性への医
療対応は「生活習慣指導」のみであった。 
 受診勧奨した 22 名中 5 名が医療機関を受
診し、4名に対し骨粗鬆症治療薬が開始され、
1名が経過観察となった。 

受診勧奨の結果、骨粗鬆症治療薬が開始さ
れた例もあり、薬局 POCT として骨密度測定
を行うことは患者や地域住民の骨粗鬆症の
予防や早期発見、薬物治療の評価に有用であ
ると考えられ、薬局 POCT として使用できる
重要なツールとなることが示唆された。 
 
③インフルエンザ検査 
検査対象者は 52 名で、そのうちインフル
エンザ陽性者は 28.8％（A 型 0／B 型 15）で
あり（図 4）、陽性者 15 名に受診勧奨、陰性
者 37 名に予防啓発や帰宅後インフルエンザ
様症状発現時の対処等のアドバイスを行っ
た。郵送した調査票の回収率は 44.2％（23
名：陽性 7、陰性 16）であった。陽性者 7名
のうち全員が受診、処方薬の投与を受けてい
た。陰性者 16 名中 5 名が受診し、診察時イ
ンフルエンザウイルスは検出されず、また残
る 11 名は緩解したとの回答を得ている。 

薬局でのインフルエンザウイルス検査は、
受診勧奨・予防啓発を行う際の客観的指標の
一つとして有用性が高いと考えられ、インフ
ルエンザ流行期の地域保健活動に対する新
たな薬局機能の提案につながるものと考え
られる。 
 
(2)その他 
本研究に取り組むことによって、“薬剤師
と行政保健師協同による地域住民への健康
増進活動”、“薬局 POCT を題材とした薬学生
教育向上への貢献”についても研究副産物と

しての新たな分野につなげることができた。
本研究の実施によって、健康サポート薬局と
なるための新たな可能性を提案できたので
はないかと考えられる。 
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表1 男女別骨密度測定結果
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図4 薬局におけるインフルエンザ検査実施によるインフルエンザ
陽性者数及び日向保健所管区内インフルエンザ発生動向

インフルエンザ検査実施者 52名
インフルエンザ陽性者 15名

日向市保健所管区内
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